
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 1

事務事業名 議員報酬
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 単年度

担当課等名 議会事務局 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 地方自治法第203条及び飯田市議会の議員報酬に関する条例

  

  

事業目的
対象 市議会議員

意図 市議会議員に対し、議員報酬を支給します。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・議員報酬額や議員定数に関しては社会情勢や市民目線に留意し、議員自らが説明し、検証する必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・議員報酬を支給します。

　　議長月額　　499,000円

　　副議長月額　436,000円

　　議員月額　　407,000円

・議員手当等を支給します。

　　報酬×加算率1.45×支給率3.30

・市議会議員共済会に議員共済費を支払います。

　　共済負担率　38.2/100

　　事務費負担金　299,000円

議員報酬 113,784

議員手当等 45,372

議員共済費 43,527

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
議員数 人数 23 23   

定例会・臨時会開催 回数 5 4   

本会議開催日数 日数 19 17   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 202,683  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 202,683

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 1 1
 
1  1

 
1

202,683

0
議員人件費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 1 事業名  議員報酬 議会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  議決権行使による市の意思決定 十分な議論を行い議会の意思決定をする   

市民要望の行政への反映
開かれた議会を行うことにより、広く市民の声を聞き市の施

策へ反映させる
  

           

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

地域自治組織の運営等により

、地域における議員の役割の

変化

議会改革の取組みにより議会

の活性化

 市から提出された議案

定例会ごとに

十分な議論を経て議決する

定例会において、本会議又は委員会で審議

又は審査を行う。

 

 

 

 

 議会報告会や各種団体との意見交

換

決められた時期又はその都度

市民から意見を聞く

まちづくり委員会や意見交換をする団体と

調整を行い実施する。

 

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 2

事務事業名 議会運営事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 単年度

担当課等名 議会事務局 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 地方自治法第89条ほか、飯田市自治基本条例第22条から第27条の規定

  

  

事業目的
対象 民意を反映した市の意思決定

意図
議決権限行使による民意を反映した市の意思決定と、それに資するための委員会審査・調査の質の向上、継続

的な議会改革の推進及び広報広聴活動の充実。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・議会活動をとおし、執行機関の活動を監視、評価すると共に、議会として政策立案能力を高める必要があります。

・より民意を反映する議会を目指し、議会改革をとおして、その機能を継続的に検証していく必要があります。

・広報広聴機能の充実により、市民への説明責任を果たすと共に市民の声を聴き、情報の共有化を推進していく必要

があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・議会活動に伴う経常的な経費を支出します。

・議会改革の一環として、議会図書室の充実を図ります。

・各委員会の所管事務調査として視察や団体との懇談等を行い、

課題に対する調査研究を進め、審査の質の向上、政策提言を目指

します。行政評価を通し、執行機関への監視と提言を行います。

・議会だよりの発行、ケーブルＴＶ、インターネットよる議会中

継を実施。議会報告会を開催し、議会活動の報告に合わせ市民の

意見等を起点として課題を抽出し、政策提言に取り組みます。

・議長会等へ参画し、国等の動向等情報を取得。関係自治体と課

題を共有し、課題解決に向けた要望活動等を実施します。

・議会を代表し、議長が対外的に交際する費用を支出します。

議会運営一般経費 8,458

委員会調査研究事業 1,661

広報広聴事業 5,695

議長会等参画事業 1,955

議長交際費支出事業 400

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
議会開催（定例会・臨時会） 回数 5 4   

委員会等視察件数（管内・管外） 箇所 40 40   

行政評価等による提言数 提言数     

議会報告会開催 参加者 500 500   

ケーブルＴＶ、インターネット配信 日数 40 40   

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 18,169  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 18,169

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 1 1
 
1  10

 
1

17,769

0
議会一般経費

2    1 1 1
 
1  10

 
2

400

0
交際費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 2 事業名  議会運営事業 議会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － － － － － －  

    － － － － － －  

    － － － － － －  

議決権行使による市の意思決定 十分な議論を行い議会の意思決定をする   

市民要望の行政への反映
開かれた議会を行うことにより、広く市民の声を聞き市の施

策へ反映させる
  

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

地域自治組織の運営等により

、地域における議員の役割の

変化

議会改革の取組みにより議会

の活性化

 市から提出された議案

定例会ごとに

十分な議論を経て議決する

定例会において、本会議又は委員会で審議

又は審査を行う。

 

 

 

 

 議会報告会や各種団体との意見交

換

決められた時期又はその都度

市民からの意見を聞く

まちづくり委員会や意見交換をする団体と

調整を行い実施する。

 

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 3

事務事業名 政務活動事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 単年度

担当課等名 議会事務局 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 地方自治法第100条第14項から第16項まで

 飯田市議会政務活動費の交付に関する条例並びに条例施行規則

  

事業目的
対象 飯田市議会各会派

意図
飯田市議会の各会派に政務活動費を交付することにより、各種調査研究活動等を支援し、市の課題解決に向け

た政策提言等に繋げます。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・市民に政務活動費の適切な執行と議会活動にどう生かされているか理解されるよう、使途について情報公開すると

ともに、調査研究報告会の開催や議会だより、市議会ホームーページへの掲載により、事業内容を公表し、透明性の

確保に努める必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・政務活動費を飯田市議会の各会派に、議員一人あたり14万円を

交付します。

・政務調査研究報告会を年２回前期と後期に分け、一般公開で開

催します。会派ごとに調査研究及び研修した内容を報告し、会派

間で情報共有するとともに議員の研修機会とします。また、議会

だより、市議会ホームページに掲載し、政務活動の内容を公表し

ます。

・政務活動費の使途は、各会派から提出された収支報告書、会計

簿、支出伝票(領収書添付)及び政務調査研究報告書の写しを翌年

度4月に市議会ホームページに掲載し公表します。また、公表書類

を議会図書室に配置し、市民が閲覧ができるようにします。

政務活動費交付金 3,220

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
交付金の交付団体 会派 5 5   

調査研究活動等 箇所 20 30   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 3,220  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 3,220

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 1 1
 
1  10

 
3

3,220

0
政務活動費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 3 事業名  政務活動事業 議会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  議決権行使による市の意思決定 十分な議論を行い議会の意思決定をする   

市民要望の行政への反映
開かれた議会を行うことにより、広く市民の声を聞き市の施

策へ反映させる
  

           

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

地域自治組織の運営牢により

、地域における議員の役割の

変化

議会改革の取組みにより議会

の活性化

 議会改革の取組みにより議会の活

性化

定例会ごとに

十分な議論を経て議決する

定例会において、本会議又は委員会で審議

又は審査を行う。

 

 

 

 

 議会報告会や各種団体との意見交

換

決められた時期又はその都度

市民から意見を聞く

まちづくり委員会や意見交換をする団体と

調整を行い実施する。

 

 

 

 


